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11.3.4.4. 第五次総合計画との整合性の検証 

11.4. 各都市機能誘導区域への誘導施設の設定 

11.4.1. 北部都市機能誘導区域への誘導施設の設定 

11.4.2. 南部居住誘導区域内の都市機能誘導区域に係る共通事項 

11.4.2.1. 戦略的な都市機能の導入方針 

11.4.2.2. 若い世代をターゲット層とする都市機能の配置方針 

11.4.2.3. 高齢者をターゲット層とする都市機能の配置方針 

11.4.2.4. ノーマライゼーションの視点から見る都市機能の配置方針 

11.4.3. 西部都市機能誘導区域への誘導施設の設定 

11.4.4 中部都市機能誘導区域への誘導施設の設定 

11.4.5. 東部都市機能誘導区域への誘導施設の設定 

11.4.6. 各都市機能誘導区域への誘導施設の設定（まとめ） 

11.4.7. 誘導施設の具体的対象 

11.5. 都市機能誘導に際しての留意事項 

11.6. 都市機能の誘導のための施策 

11.6.1. 国等が直接行う施策 

11.6.2. 国の支援を受けて箕面市が行う施策 

11.6.3. 箕面市が独自に講じる施策 

11.6.3.1. 公共用地（遊休地）の活用 

11.6.3.2. 公共施設の複合機能化 

 

12. 公共交通ネットワーク・・・・・・・・・・・・・・p.217 

12.1. 立地適正化計画における公共交通ネットワークの役割 

12.2. 公共交通に関する国の動き 

12.3. 基幹的な公共交通軸 

12.3.1. 展望する姿 

12.3.2. 公共交通軸の設定 

12.4. 居住誘導区域内の公共交通ネットワークのイメージ 

12.4.1. 基本の方向性 

12.4.2. 北部居住誘導区域 

12.4.3. 南部居住誘導区域 

12.4.3.1. 最寄り駅へのアクセス確保 

12.4.3.2. 東西ネットワークの確立 
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12.4.3.3. 乗り換え環境の整備 

12.4.3.4. バスの定時性の確保 

12.5. 都市機能誘導区域内の公共交通ネットワークのイメージ 

12.5.1. 基本の方向性 

12.5.2. 区域の特性により配慮すべき事項 

12.5.2.1. 西部都市機能誘導区域 

12.5.2.2. 中都都市機能誘導区域 

12.5.2.3. 東部都市機能誘導区域群 

12.5.2.4. 北都都市機能誘導区域 

 

13. 定量的目標の設定・・・・・・・・・・・・・・・・p.229 

13.1. 目標設定についての基本的な考え方 

13.2. 今後 20年の人口展望とあるべき姿 

13.3. 居住誘導区域内の多様性への配慮 

13.4. 定量的目標値の設定 

 

14. 参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.233 

14.1. 都市再生特別措置法（抜粋） 

14.2. 立地適正化計画検討小委員会運営要領 

14.3. 検討の経過 

14.3.1. 箕面市都市計画審議会 

14.3.2. 立地適正化計画検討小委員会 

14.3.3. パブリックコメント手続き 

14.3.4. 各種団体との意見交換会 

14.3.5. 近隣市町との意見交換 

14.4. 分析対象施設リスト 
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■和暦・西暦記載の原則 

 原則として、以下のルールに基づいて記載しています。 

ケース 記載原則 

１ 
・法律の公布または施行日 

・資料等の発出日等 
和暦のみ 

２ 人口推計 西暦のみ 

３ 決算及び財政分析 和暦のみ 

４ その他 和暦に西暦併記 

 

■出典資料 

 図・表の末尾に特に表記のないものは、本計画策定にあたって数値を収集し、編集し

たものです。 

 

 


